
４ 木原豊治郎 略年譜 

 

年代 できごと（数え年） 

1890(明治 23)年 

1898(明治 31)年 

1903(明治 36)年 

1906(明治 39)年 

1908(明治 41)年 

1910(明治 43)年 

1913(大正 2)年 

1914(大正 3)年 

 

1916(大正 5)年 

1918(大正 7)年 

1924(大正 13)年 

1929(昭和 4)年 

 

1934(昭和 9)年 

 

  

 

1935(昭和 10)年 

1938(昭和 13)年 

1939(昭和 14)年 

1940(昭和 15)年 

 

1941(昭和 16)年 

1943(昭和 18)年 

1948(昭和 23)年 

 

1950(昭和 25)年 

豊次郎 9月 15日 知多郡河和村にて誕生 

頭を強打し一か月人事不省の状態 祖母神仏祈願（9歳） 

北海道に渡り雑貨商に丁稚奉公（厚岸郡厚岸町） 

向学心を抱き東京に向かう（17歳） 

むなしく北海道へもどり、三井物産木材部に就職（月給 5円） 

三井物産木材部を辞め、旭川歩兵 27連隊に入隊（12月） 

伍長勤務上等兵で除隊 

樺太に渡り漁業兼海産物商に就職（2 月）手当 70 円/年（25

歳） 

大倉造林所（大泊郡千歳村中里）に転職（11月）山頭 

ヨシ夫人（25歳）と結婚（29歳） 

六千円を元手に独立（11月 28日）王子製紙の請負業開始 

内地へ初めて木材を積み出した 豊川稲荷（豐川閣妙嚴寺）

へ寄付 

河和津嶋神社 改築寄付（1月） 

木原家累代乃墓 建立(10月 28日) 

ソ連領から木材を買い入れ大連、青島へ積み出す 

株式会社木原商店を樺太大泊に創設(12 月) 

木原商船鉱業株式会社を東京市麹町区丸の内に設立（4月） 

株式会社樺太機械製作所を樺太豊原市に設立（8月） 

岩手県有芸小学校木原分校を新築開校 

河和小学校講堂寄進（4月 10日落成） 

太公用材協会設立 会長就任（6月） 

木原商事株式会社を東京市市ヶ谷砂土原町に設立（3月） 

野間吉祥寺 大虎像等寄進（10月） 

木原造林株式会社に統合（59歳） 

河和天神社 鳥居一基寄進（12月） 

野間吉祥寺 供米田六反余寄進（8月） 



1952(昭和 27)年 

1953(昭和 28)年 

1956(昭和 31)年 

1959(昭和 34)年 

1961(昭和 36)年 

1962(昭和 37)年 

1963(昭和 38)年 

1966(昭和 41)年 

 

 

1969(昭和 44)年 

 

1974(昭和 49)年 

 

2010(平成 22)年 

 

 

 

野間吉祥寺 石碑寄進（4月） 

河和津嶋神社 改築寄付（10月） 

豊川稲荷（豐川閣妙嚴寺） 大燈籠寄進（10月 22日） 

野間吉祥寺 弘法堂寄進（6月） 

兵庫県本住吉神社 釣り燈籠奉納 

ヨシ夫人のため、東京都に家を建築（6月）夫人入院（11月） 

稚内公園「氷雪の門」 建設費の多くを寄付（8月 20日） 

ヨシ夫人永眠 満 72歳（4月 1日） 

豊治郎仏門に入る（9月 15日）戒名 寿林院殿禅月崇雲上座 

財団法人木原営林大和事業財団設立（12月 6日） 

神奈川県鶴見 総持寺に三門建立（4 月 1 日）総額 8 億（80

歳） 

木原崇雲翁永眠 満 84歳（4月 24日） 

神奈川県鶴見 曹洞宗大本山総持寺墓地に埋葬 

木原豊治郎 生誕 120年 

伝記「山林王木原豊治郎」記念出版（12 月）ターミナルタウン

河和ワーキンググループ 

 

 

 

「生誕百二十年山林王木原豊治郎」より転載 


